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再エネ機器や原子力は、コストが高い上に、環境破壊（廃炉の問題）を引き

起こし、また寿命が短いという欠点があり、今後も継続的に検討をしていくと

して、長寿命・低コスト・環境破壊のない「木造人工島のブルーカーボン」＋

「DAC」技術を主体とするカーボーンニュートラルを 2040 年頃に達成する。 

 

尚、ブルーカーボンの育成（日常的なチェック、栄養補給、深さ調整等） 

には、「水陸両用の低速自動運転車」が欠かせないので、同時立ち上げを行う。 

 

 
 

「沿岸部や無人島周辺の木造人工島のブルーカーボン」概要 

 ブルーカーボンとは、海洋生物の働きによって海洋環境に吸収・貯留されて

いる炭素のことである。人間活動によるCO2の排出量は炭素換算にして年間約

94億tにのぼりますが、陸上の森林などの植物は約19億t吸収し、海洋全体で約

25億t、そのうちブルーカーボン生態系によるCO2吸収が約11億tであることが

わかってきています。 

 

 陸上の植物によって固定化された炭素は、数十年単位で微生物によって再び

分解されて CO2 として大気中に放出されます。一方、海底に蓄積された炭素は、

無酸素状態のため微生物による分解が抑制されることで、その分解が数千年単

位と非常にゆっくりとしたものとなっています。 

CO２を削減する技術でカーボンニュートラルを達成する 

https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7675467 

 

https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7655605 

 

https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7675467
https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7655605
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 従来では、ブルーカーボンを生み出す海藻類は自然環境での育成にゆだねら

れ、太陽光がいきわたる浅瀬にごく限られており（＝海洋全体の0.2％）、港

の設置や海水浴場等の観光開発・商業施設の拡張により、育成域が減ることは

あっても、増加することはない状況です。 

  

 

木製のアングルを組んで、その上にシートを敷き、藻を養殖するための培

養土を乗せ、周辺 4か所に浮力を保つための密閉木箱を設定する。 

尚、密閉木箱の上部には、ハッチ（蓋）を設定し、又ポンプを固定できる

ようにし、ポンプによる海水の出し入れで、深さ調整（光合成が最も効率よ

く行われる位置に設定）が可能です。 

 

固定方法は、海岸にコンクリートガイドを設定し、丸太を通し、ゆるゆる

の木製ストッパーを設定することで、上下方向（潮の満ち干に対応）は自由

に動き、水平方向も遊びのある固定で、また木製なので、全体が多少変形し、

台風等の強風時の波の圧力に耐えられる構造となっています。 

（メリット） 

藻種の生育に合わせた、最もよい生育条件を設定できる。拡張性がある。 

防魚ネットで魚に食べられる心配がない。長寿命（1000 年以上）である。 
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「河川での水車発電の電力により DAC：直接空気回収技術」概要 

（海を持たない県（国）のカーボンニュートラルへの貢献方法） 

吸気ポンプ（高圧ポンプ）と排気ポンプ（真空ポンプ）とを装備し、また温

度制御管理が可能な大型タンクに、イソホロンジアミン等の CO2 吸収材を入れ

ておき、より多くの空気中の CO2（0.04％）を取り込むため、大気を該大型タ

ンクに高圧で吸引し、低温・高圧状態にし、より多くの CO2 をイソホロンジア

ミンに吸収（カルバミン酸に変化）させた後、排気ポンプ（真空ポンプ）にて、

空気を排出し（真空状態に）し、次にタンク内を高温にすることで、カルバミ

ン酸から CO2 が分離抽出され、該大型タンク内は低濃度の CO2 で満たされる。 

 該低濃度 CO2 を、該大型タンクと同一構造の（あらかじめ真空状態にした）

小型タンクに移動（該大型タンクの排気ポンプ（真空ポンプ）と該小型タンク

の吸気ポンプ（圧縮ポンプ）とをつなぐ）させ、圧縮し、低温放置にて、イソ

ホロンジアミンに吸収（カルバミン酸に変化）させた後、排気ポンプ（真空ポ

ンプ）にて、空気を排出し（真空状態にし）、次に該小型タンク内を高温にす

ることで、カルバミン酸から CO2 が分離抽出され、該小型タンク内は高濃度の

CO2 で満たされる。 

次に、該小型タンクの排気ポンプ（真空ポンプ）を CO2 高圧貯蔵タンクにつ

なぎ、該 CO2 高圧貯蔵タンクに、該高濃度の CO2 を高圧で貯蔵する。 
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本システム稼働する電力として、河川にプール（水量の増減に対応する為）

を設定し、木造人工島を設置し、大型水車を回し、発電を行う。 

「河川にプール設定・水車発電システム」概要 

従来から水力発電や水流発電は存在し、水力発電は河川にダムをつくる必要

があり、ダムは環境破壊を引き起こすため、またコストがかかり自ずと制限が

ある。また水流発電の場合は、簡便であるが、河川の増水や減水に対して適正

な水車の位置が確保できない為、あるいは洪水などで押し流されてしまうため、

用水路などの流量が安定しているところでしか使えないという制限がある。 

 

河川の途中に、該河川の左右をまたぐようにプールを設置し、該プールに複

数の木造人工島を浮かべ、該木造人工島間に比較的狭い流路を設置し、そこに

発電用の水車を設定する。該水車にはギアボックス付帯の発電機が連動してお

り、水流によって該水車が回転すると、ギアボックスにより発電機が高速で回

転し発電が行われる。 

 
 洪水時に大型の石や大きな流木を下流に流さないシステム（上図の左上部） 

を兼ね備えている。特許：https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7199129 

 

＜海産物農業の提案＞ 

海産物農業とは、海産物ながら、農業感覚で育成や収穫ができるもので、 

魚の養殖の場合は、木造人工島の間や木造人工島の下に大規模な網を敷いて、 

https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7199129


5 

 

魚が広範囲に回遊できる魚牧場を簡単に作ることができ、網を海面近くまで引 

き揚げて、木造人工島上から「たも網」で魚を収穫できます。 

また、木造人工島から養殖ユニットをワイヤーで吊り、海面付近に引き上 

げて、ひざ下または股下程度まで海水に浸りながら、海中に潜らずに、農業 

感覚で各種の作業ができるので、養殖とは言わず、「海産物農業」と呼ぶよう 

にしています。 

 

 

 養殖ユニットの上側に「囲いネット」を、４本のワイヤーに竹材を通し、ま

た竹材をフレームとして使い、蚊帳を吊るような感じで設定し、魚などの外敵

を防止するともに、養殖物の逃げ出しや流出を防止する。 

 

「囲いネット」は、ワイヤー部での固定がスライド式になっており、固定部

及び固定部間を竹材でつなぎ、該竹材の浮力で海水中では該「囲いネット」は

上下に最大限広がり、養殖ユニットが上昇し、竹材が海水面に位置すると変わ

らないので、「囲いネット」は上下方向に凹むようになり、海水の中に潜らな

くとも各種作業が可能となる。（→農作業） 

また、「囲いネット」上部には、複数のファスナーが設定されていて、農作

業を行うときにはファスナーを開けて行う。 
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  尚、養殖ユニットの引き上げ、引き下げは、AI サーバー経由による遠隔制
御ながら、スマートホンアプリを使用し、リモコンの感覚で操作が可能です。 

 
腰まで入るような、長いつなぎの boots を履いて、ひざ下〜股下くらいの

海水の中で農作業感覚で、餌や栄養を与えたり、収穫ができます。 
  畑を耕したり、草とり、外敵（イノシシや熊の出没等）の心配がなく、土
地を買うこともなく、低コストで大規模に各種の作物の栽培や養殖が可能に
なります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  エビ・ウニ・カキなどの動物、サンゴ・昆布・ノリなどの植物の、各海物
の最適な環境での農業が可能であり、しかも干ばつや、水不足、洪水や地震
の影響もなく、世界の食糧危機を回避できると考えています。 

しかも、海や湖での農業が可能になり、従来作物の育たない地域でも大規

模な農業が可能になり、さらに塩水でも生育する（そうでなくとも、人工島

をベースとした各種再エネの大電力で、真水に変えて）作物が大規模にでき

ると、牛や豚の放牧なども可能になり、食の地産地消化が進むと考えていま

す。 

 海産物農業では、農薬を使わず、草取りを行わず、水やりの必要がなく、

天候にも左右されず、台風や地震・津波にも強いという特徴があり、さらに獣

害・虫害・伝染病棟の心配もなく、盗難もされにくので、まさに理想的な農業

（養殖）と言えると思います。 

特許：https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7240055 

 

（補足） 

「再エネ機器ではなく、直接 CO2を削減する技術への転換」 

『三菱商事は秋田県と千葉県の 3つの海域で計画していた洋上風力発電 

 

https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7240055
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から撤退すると発表した（建設費の 2倍以上の高騰が要因）』とのこと 

ですが、一方で、河野太郎氏主催の政府の再エネ関連の打ち合わせでは、中 

国企業のロゴ入りのものを使うという噂がたつ程、中国企業優遇の政策をとり、 

日本の再エネ市場は、ほぼ中国企業に奪われており、既に日本の有力企業のパ 

ナソニック・東芝・日立・シャープ等が、再エネ機器から撤退しております。 

 

従いまして、コストの安い再エネ機器（現状では難しい）の導入検討や、 

（日本と中国政府が後押しをする）中国企業とは競合しない施策が必要であり、 

再エネ機器の拡大ではなく、直接 CO2 を削減する方針がよいと考えています。 
 

世界中の（可能な）ありとあらゆる海岸沿いや、有人島・無人島の周囲に 

ドラスチックに増やすことができる「木造人工島のブルーカーボン」：特許： 

https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7675467 を提案します、 

以下のＵＲＬ資料のＰ４～Ｐ５をご参照下さい。 
https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_0f9ce73e13f2424b86aa872c4d6e8d3c.pdf 
１．2040 年頃のカーボンニュートラルの達成を目指したいと考えており、シミ 

ュレーションが可能なところは、お願い致します。 

２．ブルーカーボン育成のための「水陸両用低速自動運転車」を世界中の無人 

島に展開することで、その分軍事海域を減らせると考えています 

たとえば、尖閣諸島の周囲を木造人工島のブルーカーボンで囲うことで、ま 

た、日本の「水陸両用低速自動運転車」が海藻の育成のために往来することで、 

中国軍艦が遠のくのではないかと考えています。 

３．技術的な難度はなく、自治体が地元企業を使い、政府からの MMT 資金にて、 

自治体の地元や海外展開をされるとよいと考えています。 

 

なんらかの形で、先陣を切って、ご協力・ご貢献をいただきました、研究機

関・大学・企業・自治体様には（合法的な形で、御貢献度に応じ）特許対価を

分配致しますので、推進にご協力いただきたくお願い致します。 

 ご連絡をお待ちしております。 

 

（沖縄県への適用案） 

沖縄は、琉球王朝時代の 14 世紀ごろに神社又は神社の礎ができ、日本文化 

の影響を強く受けてきており、その後薩摩藩の侵攻により、ほぼ日本に同化し、 

DNA 的にも、本土日本人（ルーツは縄文人）に近いので、中国政府が画策する 

「明や清の支配下又は影響下にあった」や「沖縄先住民族説」は、あたらない

と思います。 

 

よって沖縄県は、日本国の一員として、多くの島で構成されている地の利を 

生かし、各島の全周でブルーカーボンを育成し、また多くの島で構成されてい 

るがために移動が困難であったが、水陸両用の低速自動運転車により 24 時間 

https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7675467
https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_0f9ce73e13f2424b86aa872c4d6e8d3c.pdf
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誰でもが自由に往来できるようにし、世界の（日本の）先陣を切ってスマート 

都市を達成できると考えています、 

 

その昔、「ゆりかごから墓場まで」という福祉国家のプロパガンダが流行し 

ましたが、現状では介護負担（老老介護や介護休職等の物理的にも、保険料の 

高騰での経済的にも負担が大きい）が重くのしかかっていますが、それが「低 

速自動運転：自動介護システム」で解消され、重病人でも、重度障害者でも、 

足腰の立たない高齢者でも誰気兼ねなく自由に移動できる、まさにユートピア 

が実現します。（自動介護システムは、以下の URL の ANNEX-5 ご参照下さい） 

https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_388091e4ff3e4ceca22b3d1e5b526fb2.pdf 

 

 

 沖縄県は、太平洋戦争では米軍上陸により大変な惨禍に見舞われ、その後も 

米軍基地によって多大な負担を強いられ続けていますので、「木造人工島のブ 

ルーカーボン」と「水陸両用低速自動運転車」によって、風光明媚世界で最も 

住みやすい地域として、名を馳せてもよろしいのではないかと思います。 

 尚「水陸両用低速自動運転車」は、車載カメラとマイアバター（AI）の通報 

により、トラフィックのみならず、対暴力・誘拐にも安全になります。 

https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_388091e4ff3e4ceca22b3d1e5b526fb2.pdf

